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個別計画

事
業
内
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手
段

補助金等
の交付を
受 け て
実施する
主な活動

１．魚腸骨の商品化及び処分方法の研修
２．魚食普及活動
　（１）新湊カニかに海鮮白えびまつりの協賛
３．後継者の育成
　（１）青年部の育成
４．発砲スチロール魚箱の処分とダイオキシン対策について効率的な処分費用

平成

豊かな水産資源を生かしたまちづくり
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無
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第

第

新湊水産業振興補助金
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元気で活気あふれるまち

（商工総務費）
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補助金事業平成 24 年度（ 平成 23 年度分）

新湊の地場産業である水産業の振興を図る

一般会計

商工費

○

会計

4

新湊水産物商業連合協同組合

商工費

商工総務費

産業経済部

商工観光課

電話
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単位

人
利用者数　※設定できる場合

指　標　名

①
成
果
指
標

人

H23年度

106 106

達成率
H22年度 H24年度

目標・見込

102

目標・見込

96.2

実績

102組合員数

②
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②
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効率性
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事　　業　　費

事
業
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直 接 事 業 費
（ 補 助 金等 交付 額 ）

3

後継者の育成が急務となっている現状を踏まえ、また新湊の魚を扱う事業者の育成の一助となっている。

売るだけではなく、廃棄物などの処理について協同事業を行っていることから、その継続が必要である。

Ａ 現行どおり補助することが適当

－ －利用者１人当たりコスト

評価項目 説　　　明点数

新湊水産業振興補助金

平成24年度予算

件）

千円

実績

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

 後継者育成の重要性、共同事業の継続の必要性からも、
現行のとおりとしたい。

評価委員会のコメント

商工観光課担当課

0.0

（１次）

市補助金は運営費の一部の補助となっている。
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（２次）
評価結果
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	094_新湊水産業振興補助金（商工観光課）

